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本
町
の
農
業
振
興
策

に
つ
い
て

【
伊
丹
】
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
市
民
農
園
を
活
用
す
る
な

ど
観
光
振
興
策
と
連
動
し
て
、

農
業
後
継
者
、
新
規
就
農
者

の
開
拓
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。

【
町
長
】
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

市
民
農
園
は
都
会
に
住
む
人
が

余
暇
を
楽
し
む
一
つ
の
方
法
で
あ

り
、
九
度
山
で
就
農
し
、
生
計
を

立
て
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
は
な
か

な
か
結
び
つ
か
な
い
の
で
は
、
と
考

え
ま
す
。

「
お
試
し
居
住
」
「
お
試
し
農

業
体
験
」で
農
業
振
興
を

私
が
今
回
提
案
す
る
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
二
地
域

（
現
住
地
と
九
度
山
）
居
住
で
、

九
度
山
に
滞
在
し
農
業
体
験

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の

で
す
。
「
生
業
（
な
り
わ
い
）
と

し
て
農
業
を
し
た
い
」と
い
う

”
田
園
回
帰
”
志
向
の
都
会
の

人
に
滞
在
す
る
住
宅
と
遊
休

地
を
貸
し
て
新
規
就
農
者
の

見
込
み
を
増
や
す
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

観
光
農
園
と
連
動
さ
せ
る
な
ど
で

農
業
後
継
者
を
増
や
す
こ
と
は
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
後
継
者
が
育
た
な
い
の
は
、

所
得
が
上
が
ら
な
い
か
ら
で
す
。

国
の
政
策
を
持
っ
て
充
て
な
い
こ
と

に
は
、
地
方
公
共
団
体
で
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
に
農
林
水
産
業
衰
退
の
本
質
を

見
き
わ
め
、
そ
の
本
質
を
変
え
る

努
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
国
に

対
し
て
地
方
の
声
を
上
げ
て
い
き
、

農
林
水
産
業
（
の
国
の
政
策
）
を
大

き
く
方
向
転
換
し
な
い
と
地
方
は

ま
す
ま
す
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

提
案
の
方
法
で
少
し
増
や
し
て
い

く
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
本
当

の
処
方
箋
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が
可
能
で
あ

れ
ば
行
政
の
中
に
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

★
「グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
？

「
緑
豊
か
な
農
村
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
、

滞
在
型
の
余
暇
活
動
」
―
農
林
水
産
省
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
中
間
報
告

（１
９
９
２
年
）よ
り
。

裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い

定
住
・移
住
促
進
に
つ
い
て

【
伊
丹
】
遊
休
町
有
地
を
宅
地
と

し
て
20
年
間
無
償
で
貸
す
な
ど
の

方
策
で
、
河
根
地
区
や
不
動
谷
川

沿
い
の
地
区
に
移
住
者
を
呼
び
込

む
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

【
町
長
】
町
有
地
の
無
償
提
供
で

移
住
を
促
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
危
機
的
な
状
況
ま
で
本
町

は
ま
だ
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
う
い
う
方
法
は
公
平
性
の
点

か
ら
「
そ
れ
は
ど
う
な
ん
だ
」
と
い

う
議
論
に
な
り
ま
す
。
町
内
に
あ

る
住
宅
と
し
て
い
い
土
地
を
提
供

（
販
売
）
す
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず

考
え
な
く
て
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
伊
丹
】
提
案
の
主
旨
は
、
町
内
全

地
区
で
は
な
く
、
河
根
小
学
校
区

や
古
沢
小
学
校
区
に
住
ん
で
農
業

を
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
る
人
へ
の

支
援
で
す
。
農
業
振
興
策
、
後
継

者
作
り
と
リ
ン
ク
さ
せ
れ
ば
不
公

平
感
は
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

（質
問
終
わ
り
）町議会議員 伊丹俊也

２
０
１
７
年
第
２
回
九
度
山
町
議
会
定
例
会
（
６
月
議
会
）
は
、
正
副
議
長
選
挙
な
ど
議

会
人
事
関
係
４
件
、
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
、
町
長
の
専
決
処
分
承

認
８
件
、
そ
の
他
（
財
産
の
取
得
、
町
道
認
定
）
３
件
の
審
議
・
採
決
を
行
な
い
、
６
月
23
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。
＊
議
会
人
事
に
つ
い
て
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
２
名
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

九度山町議会
６月議会



１

税
金
の
集
め
方

能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る

公
正
・
公
平
な
税
制

●
大
企
業
へ
の
優
遇
税
制
を

改
め
る
。

●
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
。
所
得
税
の
累
進

課
税
を
強
化
す
る
。

２

税
金
の
使
い
方

社
会
保
障
、
若
者
、
子
育
て

中
心
の
予
算

●
社
会
保
障
削
減
路
線
を
中

止
し
拡
充
を

３

働
き
方

８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
に

く
ら
せ
る
社
会

●
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
撤

回
。
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

根
絶
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

規
制

●
派
遣
法
の
抜
本
改
正
、
派

遣
は
一
時
的
・
臨
時
的
な

も
の
に
。
「
均
等
待
遇
」

実
現

４

産
業
構
造

大
企
業
と
中
小
企
業
、

大
都
市
と
地
方
な
ど
と
の

格
差
是
正

●
農
産
物
の
価
格
保
証
・
所

得
補
償
を
抜
本
的
に
強
化
。

食
料
自
給
率
向
上
を
国
の

産
業
政
策
の
重
要
な
柱
に

格
差
と
貧
困
た
だ
す

４
つ
の
改
革

日本共産党の提案

下村雅洋
し も む ら ま さ ひ ろ

６１歳・新人

橋本高校卒、和歌山大卒。

民青同盟和歌山県委員長、

日本共産党紀北地区委員長

など歴任。党県常任委員。

定
例
会
が
７
月
26
日
に
開
会

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

料
な
ど
を
決
め
る
和
歌
山
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例

会
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

同
議
会
定
例
会
は
年
２
回
、
２
月

と
７
月
に
召
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

月
の
定
例
会
は
主
に
次
年
度
予
算

案
を
、
７
月
の
定
例
会
は
前
年
度
決

算
を
審
議
す
る
議
会
と
な
り
ま
す
。

こ
の
広
域
議
会
議
員
は
和
歌
山
県

の
市
町
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
和
歌
山
市
議
会
か
ら
は
２
名
、

他
の
市
町
村
議
会
か
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
１
名
が
選
出
さ
れ
、
合
計
31
名
で

議
会
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
度

山
町
議
会
か
ら
は
日
本
共
産
党
の

伊
丹
俊
也
議
員
が
、
６
月
議
会
で
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
傍
聴
の
お
願
い

九
度
山
町
の
み
な
さ
ん
。
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
で
ど
ん

な
こ
と
が
審
議
さ
れ
て
い
る
か
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
傍
聴
は
、
傍

聴
者
名
簿
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を

記
入
す
る
だ
け
で
で
き
ま
す
。
事
前

予
約
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

傍
聴
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

２
０
１
７
年
７
月
26
日
（
水
）

午
後
１
時
開
会

場
所

ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル

和
歌
山
（
和
歌
山
市
・
け
や

き
大
通
り
沿
い
・
和
歌
山
市

役
所
よ
り
和
歌
山
駅
方
面
へ

３
０
０
ｍ
）
４
階
会
議
室

●
国
政
と
地
方
自
治

財
務
省
と
財
界
は
、
市
町
村
が
自

由
に
使
え
る
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
の
削
減
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
削
減
筋
違
い

「使
途
判
断
は
自
治
体
に
」

日
本
共
産
党
・田
村
衆
院
議
員

日
本
共
産
党
の
田
村
貴
昭
議
員

は
、
５
月
30
日
の
衆
院
総
務
委
員
会

で
、
財
務
省
や
財
界
が
自
治
体
の
基

金
の
現
在
高
を
問
題
視
し
、
地
方

交
付
税
の
削
減
に
結
び
つ
け
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
「
筋

違
い
の
議
論
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

田
村
氏
が
自
治
体
の
基
金
が
増
加

し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の

に
対
し
、
総
務
省
は
人
口
減
少
な

ど
に
よ
る
税
収
見
込
み
、
社
会
保

障
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
に
要
す
る
経
費
の
増
加
、
予
期
し

な
い
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
て
歳
出
抑
制
効
果

を
行
い
な
が
ら
、
基
金
の
積
み
立
て

を
行
っ
た
結
果
だ
と
答
弁
し
ま
し
た
。

田
村
氏
は
、
「
基
金
の
あ
り
方
や

使
途
は
、
自
治
体
が
決
め
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
が
適
正
か
ど
う
か

の
判
断
は
、
議
会
や
住
民
が
決
め

る
こ
と
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
高

市
早
苗
総
務
相
は
、
「
地
方
全
体
と

し
て
基
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

持
っ
て
、
地
方
財
源
を
削
減
す
る
こ

と
は
妥
当
で
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。ま

た
、
田
村
氏
は
、
民
間
委
託
な

ど
で
経
費
を
抑
え
た
自
治
体
の
経

費
水
準
を
、
交
付
税
算
定
に
反
映

す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
対
象

業
務
を
財
務
省
が
主
張
し
て
い
る
こ

と
を
批
判
。
「
対
象
と
な
る
業
務
の

単
位
費
用
が
縮
減
す
る
と
、
地
方

交
付
税
自
体
が
削
減
さ
れ
る
。
対

象
拡
大
は
論
外
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
は
や
め
る
べ
き
」
と
主
張
し
ま

し
た
。
（６
月
７
日
「し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」よ
り
）

ダイワロイネットホテル和歌山


